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透析センター紹介

透析ベッド数 23床 ＋ ICU 1床

透析スケジュール

8：30～13：00（午前）

13：30～18：00（午後）

月～土曜日

維持透析を中心に診療しています。（臨時旅行透析受けています。）

バスキュラーアクセスのトラブルに対して、エコーやVAIVTも行っています。

バスキュラーアクセスの手術も行っています。



各種血液浄化も対応しています。

・G-CAP

・アダカラム

・レオカーナ

・LDL吸着

・PE

・DFPP

・PMX

・HD

・I-HDF

・On-lineＨＤＦ（Pre・Post）

・CRRT

・SLED

・CART



各ベッドにテレビ

吸音・消臭パネルでプライベートの確保

ゆとりあるベッドスペース

新しい透析用監視装置

サルコペニア・フレイルを考え、ADLとQOLの維持・

向上を目指しています。

患者さんの人生において、日々の生活がより良いもの

になりますように寄り添いケアをしています。

『いきいき透析ライフ』

というスローガンを掲げています

透析室では、

ベッドスペースが広いです！！



ACH-ΣPlus DCS-200SiNCV3

最新モデルの機械も導入していますよ

ET・細菌が検出限界以下は当たり前！！
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目標を設定することでより良い管理を！

β2-MG目標

透析前値＜25(mg/l)

α1-MG

除去率 20%～40%

ｍean±SD.

(mg/l)

2022年 2023年

当院における慢性維持透析患者の透析前β2-MG

患者さんの症状に合わせて、除去率を
コントロールしていますよ！

目標値
25(mg/l)以下



当院では、常勤の管理栄養士が、

オリジナルの透析食を考え

院内で手作りしてます。



２０２２年から、腎臓リハビリテーションガイドライン講習を受講したリ

ハビリ担当スタッフ3名により、透析中の運動療法を行っています。

2019年から、てらすエルゴによる運動療法を導入しています。

①患者の選定：リハビリ担当スタッフで協議しています

②初期評価：握力測定・片足立ちテストや歩行速度の測定をしています

③リハビリ開始：透析開始30分後からリハビリを行ってます（１０～２０分）

④定期的に評価：筋力の維持、向上を評価し次の目標に向かって運動療法

を継続しています

患者さんと共に、目標に向かって運動療法を計画しています。



透析中の運動療法様子

～患者さんからの声～

・筋肉量がつくことにより、日頃の運動

も楽に感じるようになった。

・透析中の時間が短く感じるので嬉しい。

・ごはんが美味しく感じるようになった

・目標を決めて行うので楽しい！



自己管理のためのアドバイスや、ベッドサイドでの

皮膚観察・つめ切、やすりなど行っていますよ！

小さな傷も見逃さない！！

透析患者さんは、動脈硬化などで足の血流が

悪くなりやすいため、日々のケアが大切です。

はじめは、小さな傷でも、悪化して傷が大きくなり

大きな下肢トラブルを引き起こすことがあります。

予防・早期発見・早期治療が重要です！！

毎月、糖尿病重症化予防（フットケア）研修を受講した看護師が透析中にフットチェックを行っています

早期治療に介入していただけるように、形成外科、心臓血管外科とも連携をとっています

フットケア外来も

行っています


